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南
知
多
町
羽
豆
神
社
蔵
紺
紙
金
字
法
華
経
に
つ
い
て

須
　
　
藤

　
　
弘

　
　
敏

【
論

　
文
】

　
は
じ
め
に

　
日
本
の
金
字
写
経
に
は
長
い
伝
統
と
多
数
の
作
例
が
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
各

地
で
盛
ん
だ
っ
た
こ
の
装
飾
写
経
の
中
で
、
形
式
様
式
ど
ち
ら
に
お
い
て

も
日
本
独
自
の
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
中
国
宋
代
の
経
絵
に

酷
似
し
た
異
例
の
金
字
法
華
経
が
二
巻
あ
り
、
そ
の
制
作
地
な
ど
が
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
筆
者
は
そ
れ
ら
を
現
地
で
詳
し
く
調
査
し
、

こ
れ
が
十
一
世
紀
末
に
北
宋
の
神
宗
皇
帝
か
ら
当
時
の
白
河
天
皇
に
贈
ら

れ
た
金
字
法
華
経
を
十
三
世
紀
末
に
転
写
し
た
も
の
と
推
定
し
た
（
１
）
。
こ

の
二
巻
、C

leveland

美
術
館
とN

ew
 Y

ork P
ublic L

ibrary S
pencer 

C
ollection

に
所
蔵
さ
れ
る
金
字
法
華
経
（
以
後
、C

leveland

本
、Spencer

本
と
略
称
す
る
）（
図
2
・
3
）
は
み
ご
と
な
写
経
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
で
最

も
長
い
見
返
し
画
面
に
き
わ
め
て
精
緻
な
金
泥
描
き
で
法
華
経
二
十
八
品
の

内
容
を
絵
解
き
し
て
い
る
。
荒
巻
史
枝
氏
は
こ
の
転
写
本
系
統
の
金
字
法
華

経
が
さ
ら
に
も
う
一
部
愛
知
県
南
知
多
町
羽
豆
神
社
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と

を
最
近
報
告
さ
れ
、
田
中
塊
堂
氏
と
筆
者
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の

羽
豆
神
社
本（
図
1
）が
室
町
時
代
応
永
十
五（
一
四
〇
八
）年
の
制
作
で
あ
り
、 

合
衆
国
所
在
の
二
巻
も
同
時
期
に
同
一
工
房
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
提
唱
さ
れ
た
（
2
）
。

　
筆
者
が
研
究
し
て
き
た
希
少
な
タ
イ
プ
の
金
字
経
が
さ
ら
に
一
点
加
わ
っ

た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
だ
が
、
一
方
で
制
作
推
定
年
代
が
百
年
も
下
る
こ
と

に
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
中
世
日
本
の
金
字
経
の
中
で
書
体
画
風
と
も

に
す
ぐ
れ
た
こ
の
一
群
の
写
経
が
応
永
年
間
の
制
作
な
の
か
ど
う
か
、
ま
た

そ
う
だ
と
す
れ
ば
な
ぜ
擬
古
的
な
様
式
を
必
要
と
し
た
の
か
再
考
を
迫
ら
れ

た
筆
者
は
、
ご
所
蔵
者
の
高
配
を
得
て
本
法
華
経
ほ
か
九
巻
と
経
箱
や
文
書

な
ど
を
詳
し
く
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
3
）
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
羽
豆

神
社
と
合
衆
国
所
在
の
金
字
法
華
経
三
部
は
写
経
絵
画
装
潢
と
も
に
同
一
工

房
に
よ
る
も
の
で
、
羽
豆
神
社
本
奥
書
が
写
経
本
文
と
同
一
筆
者
で
あ
る
こ
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図 1　羽豆神社本法華経巻一

図 2　Cleveland本法華経巻一

図 3　Spencer本法華経巻一

図 4　羽豆神社本施入注文



372　

（3）

と
か
ら
、
す
べ
て
応
永
年
間
の
制
作
で
あ
る
こ
と
を
追
認
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
先
に
こ
そ
重
要
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
た
め
、
以
下
そ
の
考

察
を
行
い
た
い
。

　
ま
ず
、
羽
豆
神
社
本
の
書
誌
情
報
な
ど
の
概
要
を
確
認
し
、
次
に
そ
の
奉

納
者
一
色
道
範
が
他
社
へ
も
三
部
同
時
期
に
金
字
法
華
経
を
施
入
し
て
い
た

事
例
を
検
証
す
る
。
次
い
で
、
羽
豆
神
社
本
とC

leveland

本
、Spencer

本

の
書
体
、
画
風
の
比
較
検
討
を
行
い
、
あ
ら
た
め
て
実
際
の
制
作
時
期
と
様

式
的
年
代
が
一
致
し
な
い
問
題
を
考
察
す
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

実
は
も
う
一
つ
同
一
工
房
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
金
字
法
華
経
が
現
存
し
、

そ
れ
に
関
わ
る
情
報
か
ら
こ
れ
ら
金
字
法
華
経
群
全
体
の
意
義
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
一

　
羽
豆
神
社
本
金
字
法
華
経
心
阿
弥
陀
経
の
概
要

　
愛
知
県
南
知
多
町
師
崎
、
知
多
半
島
の
文
字
通
り
先
端
に
位
置
し
、
こ
の

地
域
で
長
く
信
仰
を
集
め
て
き
た
羽
豆
神
社
に
は
、
昭
和
五
一
年
に
愛
知
県

の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
紺
紙
金
字
の
法
華
経
八
巻
と
心
阿
弥
陀
経（
4
）

一

巻
が
施
入
当
初
の
経
箱
お
よ
び
施
入
文
書
（
図
4
）
と
と
も
に
伝
来
し
て
い

る
。
文
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
奉
納
内
容
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

奉
施
入
幡
頭
崎
大
明
神
御
経
入
注
文

紺
紙
金
泥
法
花
経
一
部
八
巻
并
心
阿
弥
陀
経
一
巻
／
已
上
九
巻

御
料
紙
紺
紙
／
御
字
金
泥
／
御
軸
水
精
／
御
紐
紫
組
／
御
箱
蒔
絵
　

御
紋
輪
寶
／
御
く
り
か
た
　
な
ん
り
や
う
／
輪
寶

御
打
敷
　
赤
地
錦
／
以
上

應
永
十
五
年
戊
子
卯
月
廿
五
日

　
一
色
従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣

／
沙
弥
道
範

　
花
押

　
こ
の
「
注
文
」
は
施
主
一
色
道
範
自
身
の
筆
と
み
ら
れ
、
あ
げ
ら
れ
た
内

容
の
う
ち
打
敷
以
外
は
完
存
し
て
い
る
。
紐
は
巻
一
以
外
は
切
れ
て
は
い
る

も
の
の
発
装
部
分
に
当
初
の
紫
組
紐
残
欠
が
確
か
め
ら
れ
る
。
経
箱
と
そ
の

意
匠
が
細
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
段
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

ま
た
施
入
の
願
意
に
つ
い
て
は
各
巻
の
金
泥
奥
書
（
図
5
）
に
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

　
奉
施
入

　
尾
張
國
幡
頭
崎
大
明
神
御
寶
前

　
　
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
經
一
部
八
巻
并
心
阿
弥
陀
經
各
一
巻

　
右
意
趣
者
奉
為

　
天
長
地
久
國
土
豊
饒
殊
武
運
長
久
子
孫
繁
榮
息

災
安
穏

　
壽
命
長
遠
随
順

　
上
意
飽
足
捧
禄
心
中
所
願
二
世
悉
地

一
ゝ
圓
満
仍
所
奉

　
施
入
如
件

　
一
色
従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣

　
應
永
十
五
年
戊
子
卯
月

　
　
日
沙
弥
道
範

　
花
押

図 5　羽豆神社本巻一奥書
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本
経
の
主
な
書
誌
情
報
と
羽
豆
神
社
の
由
緒
、
施
主
一
色
道
範
な
ど
に
つ

い
て
は
既
に
荒
巻
氏
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
重
複
を
い
と
わ
ず
留
意

す
べ
き
点
を
を
述
べ
た
い
。

　
紺
紙
に
や
や
太
め
の
銀
界
線
を
ひ
き
発
色
の
良
い
金
字
で
法
華
経
八
巻
と

「
般
若
心
経
」
と
「
阿
弥
陀
経
」
を
合
わ
せ
て
写
経
し
た
一
巻
の
都
合
九
巻
か

ら
な
る
。「
般
若
心
経
」
と
「
阿
弥
陀
経
」
を
一
巻
に
写
経
す
る
例
は
大
英
博

物
館
本
な
ど
十
二
世
紀
の
紺
紙
金
字
経
に
も
あ
り
、
特
異
な
例
で
は
な
い
。

ま
た
開
結
経
が
当
初
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
前
掲
の
「
注
文
」
で
も
確
か
め

ら
れ
る
。
各
巻
の
法
量
に
つ
い
て
は
荒
巻
氏
の
計
測
値
と
異
な
る
箇
所
も
少

な
く
な
い
の
で
、
あ
ら
た
め
て
表
1
に
ま
と
め
た
。
紙
高
が
二
八
セ
ン
チ
近

く
も
あ
る
の
は
十
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
の
日
本
の
写
経
と
異
な

る
特
徴
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
平
均
四
六
．
六
セ
ン
チ
と
い
う
紙
長
で
、

中
世
の
紺
紙
経
一
般
は
五
〇
セ
ン
チ
以
上
で
、
後
に
同
一
工
房
作
と
し
て
論

じ
るC

leveland

本
、Spencer

本
も
そ
う
で
あ
る
（
表
2
）（
5
）
。
ま
た
界
幅
の

数
値
はSpencer

本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
界
幅
に
対
し
て
文
字
が
や
や
小
さ

め
な
た
め
余
白
が
め
だ
つ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
料
紙
の
不

揃
い
や
極
端
に
短
い
紙
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
界
線
の
だ
ぶ

り
が
あ
る
な
ど
写
経
や
装
潢
に
何
か
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
写
経
本
紙
の
天
地
の
幅
に
つ
い
て
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
写
経
が
地
界
を

大
き
く
取
る
の
に
対
し
、
こ
の
三
種
は
す
べ
て
天
界
の
方
が
大
き
い
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
（
図
6
）。
た
だ
し
見
返
し
絵
の
天
地
余
白
は
通
常
の
日
本
の
形

式
に
近
い
狭
い
幅
で
、
下
部
が
や
や
大
き
い
。

　
法
華
経
巻
一
に
の
み
見
返
絵
が
あ
る
が
、
他
の
八
巻
に
は
当
初
か
ら
絵
は

な
く
表
紙
と
同
じ
金
地
装
飾
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
装
飾
経
と
し
て
は
き
わ

め
て
特
異
な
装
潢
で
、
巻
一
見
返
絵
が
八
巻
す
べ
て
の
説
相
図
を
盛
り
込
ん

で
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
日
本
は
も
と
よ
り
中
国
朝
鮮

の
金
字
経
に
も
こ
う
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
羽
豆
神
社
本
の

特
殊
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
、
後
述
す
るC

leveland

本
、Spencer

本
ど
ち

ら
も
巻
一
だ
け
伝
来
し
て
い
る
意
味
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
が
、

追
っ
て
詳
述
す
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
羽
豆
神
社
本
の
現
状
で
奇
異
な
印
象
を
持
つ
の
が
奥
書
の
扱

い
で
あ
る
。
巻
一
を
除
く
全
巻
が
巻
末
奥
題
の
あ
と
一
行
空
け
て
「
應
永
十

図 6　諸本巻頭比較
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表1　羽豆神社本金字経　法量一覧

表2　諸経 法量比較表

巻一 巻二 巻三 巻四 巻五 巻六 巻七 巻八 心阿弥陀経
紙高 27.7 27.6 27.8 27.7 27.6 27.7 27.7 27.7 27.6 
界高 21.3 21.2 21.3 21.3 21.3 21.4 21.4 21.3 21.4 
天 3.0 2.9 3.0 2.9 2.8 3.0 2.8 2.9 2.7 
地 3.4 3.4 3.4 3.5 3.5 3.3 3.5 3.5 3.5 
界幅（5行） 9.7 9.65 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.8 
見返し 71.8 21.6 21.7 21.6 21.5 22.1 21.7 21.6 21.4 
1紙 22.6 46.4 46.4 46.4 46.4 46.5 46.1 44.4 44.6 
2紙 5.5 46.6 46.6 46.5 46.7 46.6 46.8 46.3 37.2 
3紙 46.5 46.7 46.6 46.7 46.8 46.7 46.5 46.6 40.6 
4紙 21.6 46.7 46.7 46.4 46.7 46.6 46.6 46.6 36.6 
5紙 23.3 46.6 46.6 46.4 46.5 46.5 46.5 46.5 44.3 
6紙 46.8 46.5 46.6 42.9 40.1 46.7 37.0 46.6 42.8 
7紙 46.8 46.6 46.6 42.7 46.6 46.5 44.3 46.5 28.8 
8紙 46.6 46.5 46.7 42.6 46.5 46.6 46.4 46.3 0.2 
9紙 46.7 46.6 46.6 46.3 46.6 46.7 46.5 46.2 22.5 
10紙 46.6 46.6 46.7 46.2 46.5 46.6 46.6 43.0 
11紙 46.8 46.7 46.7 46.3 46.6 46.6 46.6 42.6 
12紙 46.4 46.5 46.7 46.6 46.6 46.6 46.5 40.7 
13紙 46.5 46.5 46.6 46.6 46.5 46.5 42.6 46.4 
14紙 46.5 46.7 46.6 46.5 46.6 46.5 46.2 37.0 
15紙 46.6 46.5 46.6 44.5 46.7 46.6 46.2 46.5 
16紙 46.4 46.5 44.5 46.4 46.6 46.6 34.7 46.4 
17紙 46.5 46.5 46.6 46.7 46.6 46.6 44.3 46.5 
18紙 44.5 46.6 46.4 46.5 46.6 46.4 36.7 46.3 
19紙 46.3 46.7 46.5 46.5 46.5 46.6 38.4 9.7 
20紙 19.1 14.7 46.3 46.5 42.5 46.5 19.3 13.0 
21紙 13.5 31.0 44.8 36.6 46.6 46.6 21.4 
22紙 46.1 46.3 7.4 30.8 29.0 27.1 
23紙 46.3 44.4 15.7 11.3 8.0 15.0 
24紙 46.4 24.9 29.1 15.2 
25紙 46.4 1.9 5.8 
26紙 44.2 28.5 
27紙 8.2 

873.9 1189.9 1142.1 997.5 1066.3 1037.2 955.2 855.7 319.0 
単位 cm

Cleveland 本
紺紙金字法華経

巻一

Spencer 本
紺紙金字法華経

巻一

羽豆神社本
紺紙金字法華経

巻一

百済寺別本
紺紙金字法華経

巻一

蘇州瑞光塔出土
紺紙金字法華経

巻一

百済寺
紺紙金字法華経

巻五
制作地 日本 日本 日本 日本 中国 日本
制作年代 1408年か 1400年代初頭 1408年 1409年 9～10世紀 12世紀
本紙紙高 27.7 27.6 27.7 27.3 27 26.1 
見返し画面高さ 24.4 23.4 24.6 

見返しなし

25 25.0 
見返し画面長さ 78.5 77.1 71.8 35.2 20.0 

（51.0+29.5） （52.7+26.6） （45.2+26.6）
見返し縦横比 3.21 2.8 2.91 1.4 0.8 
見返し天 余白 1.7 2.1 1.8 1.0 0.4 
見返し地 余白 1.6 2.0 1.7 1.0 0.7 
界高 21.7 20.5 21.3 21.3 21.0 20.2 
界幅（5行） 10.3 9.5 9.7 9.35 8.8 9.6 
界幅 2.1 1.9 1.9 1.85 1.8 1.9 
天界 2.6 3.3 3.0 2.6 2.8 2.5 
地界 3.3 3.7 3.4 3.4 3.2 3.4 
紙長最大 51.6 52.8 46.7 55.0 

単位 cm　すべて須藤計測　空欄は未計測
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五
年
戊
子
卯
月
」
と
経
文
と
同
じ
金
泥
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
は
そ
の
直
前
の
行
で
紙
は
段
状
に
裁
ち
切
ら
れ
て
お
り
、「
卯
月
」
の
下

半
分
ま
で
が
前
の
料
紙
で
、
年
紀
の
部
分
に
当
た
る
一
行
の
上
半
分
は
次
の

料
紙
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
全
巻
で
、
巻
末
と
そ
の
直
前
に
当
た
る
料
紙

の
紙
長
が
短
く
不
揃
い
と
な
っ
て
い
る
。
款
記
や
鑑
蔵
印
の
抹
消
や
上
書
き

は
所
蔵
者
を
転
々
と
し
た
写
経
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
段
状
に
切
断
改

装
し
た
例
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
そ
の
段
状
に
裁
ち
落
と
さ

れ
た
元
の
奥
書
が
す
べ
て
マ
ク
リ
状
態
で
残
っ
て
い
る
（
図
7
）。
現
在
巻
一

の
み
は
年
紀
部
分
を
含
ん
だ
形
で
奥
題
の
行
以
降
を
切
り
離
し
て
巻
頭
見
返

し
の
次
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
十
二
行
分
あ
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
二
行

半
と
い
う
異
例
の
短
い
料
紙
を
は
さ
ん
で
、
冒
頭
二
行
を
空
白
と
し
た
当
初

の
第
一
紙
が
継
が
れ
て
い
る
。
巻
一
と
そ
れ
以
外
の
八
巻
で
切
断
の
造
作
が

異
な
る
こ
と
と
切
断
部
分
が
す
べ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
奥
書
の
情
報
が
不
都
合
に
な
っ
た
よ
う
な
事
態
は
想
像
し
づ
ら
く
、
経

巻
が
施
入
時
か
ら
羽
豆
神
社
宮
司
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

の
奇
妙
な
切
断
の
意
図
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
あ
る
時
期
か
ら
全
巻
の

う
ち
巻
一
の
み
を
披
見
さ
せ
る
対
象
と
し
、
そ
の
際
に
特
殊
で
み
ご
と
な
見

返
絵
と
あ
わ
せ
て
施
入
の
人
物
や
年
紀
を
強
調
す
る
意
図
か
ら
冒
頭
に
移
さ

れ
た
か
と
も
推
測
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
金
泥
奥
書
は
墨
書
の
施
入
注
文
と

は
筆
者
が
異
な
り
、
後
者
は
施
主
一
色
道
範
と
考
え
て
よ
く
、
金
泥
奥
書
は

経
文
と
同
じ
写
経
工
房
の
経
師
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
6
）
。

　
ほ
か
に
も
通
例
通
り
の
心
阿
弥
陀
経
を
除
く
全
巻
で
、
第
一
紙
冒
頭
に
界

線
の
な
い
二
行
分
の
空
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
既
に

C
leveland

本
ら
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
に
指
摘
し
た
よ
う
に
（
7
）
、
こ
れ
ら

三
部
の
金
字
法
華
経
の
大
陸
祖
本
が
そ
う
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ

を
元
に
こ
の
工
房
が
独
自
の
形
式
と
し
て
く
り
返
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り

得
る
。
そ
れ
は
後
段
で
あ
げ
る
同
工
房
制
作
の
別
の
金
字
法
華
経
が
同
じ
二

行
の
空
白
を
設
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
表
紙
は
幅
二
一
．三
セ
ン
チ
で
単
に
金
泥
を
塗
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、

縦
一
一
．
七
セ
ン
チ
幅
二
．
六
セ
ン
チ
の
外
題
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
水
晶
八

角
形
の
軸
端
は
当
初
の
も
の
だ
が
、
一
部
は
脱
落
し
て
別
途
保
存
さ
れ
て
い

る
（
図
8
）。
ち
な
み
に
、
軸
端
はSpencer

本
が
同
じ
水
晶
八
角
形
で
現
在
は

下
の
軸
端
が
欠
失
、C

leveland

本
は
円
筒
形
鍍
金
で
、
後
述
す
る
百
済
寺

別
本
金
字
法
華
経
は
水
晶
六
角
形
で
上
下
と
も
現
存
す
る
（
8
）
。

図 7　羽豆本奥書断簡図 8　羽豆本外題



368　

（7）

図 9　池田大仙堂本款記

　
二

　
羽
豆
神
社
本
と
関
連
諸
本

　
見
返
絵
を
と
も
な
っ
た
法
華
経
巻
一
は
上
記
の
三
種
の
み
確
認
さ
れ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
荒
巻
氏
は
田
中
塊
堂
氏
の
論
考
（
9
）
を
引
用
し
、
応
永
年
間

に
一
色
道
範
が
各
地
の
社
寺
に
奉
納
し
た
特
異
な
金
字
法
華
経
群
が
あ
っ
た

こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
現
在
の
所
在
を
確
認
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
が
羽
豆
神
社
本
ら
を
考
察
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

田
中
氏
が
報
告
さ
れ
た
法
華
経
は
羽
豆
神
社
本
の
ほ
か
に
次
の
三
部
で
あ
る
。

Ａ
　
京
都
市
某
家
蔵

　
伝
来
先
不
明

　
紺
紙
金
字
法
華
経
八
巻

　
紙
高
九
寸

二
分
、
奥
書
「
右
意
趣
者
爲
天
下
泰
平
國
土
安
穏
殊
武
運
長
久
／
子
孫
繁
昌

息
災
延
命
心
中
所
願
皆
令
滿
足
／
所
奉
施
入
如
件
／
一
色
修
理
大
夫
入
道
／

應
永
九
年
壬
午
七
月
七
日

　
沙
弥
道
範
（
花
押
）
／
叡
山
本
院
南
谷
住
侶
幸

朝
書
之
」

　
こ
れ
は
豪
華
な
鍍
金
透
か
し
彫
り
の
盒
形
経
箱
に
収
め
ら
れ
、
羽
豆
神
社

本
と
同
じ
よ
う
な
見
返
絵
を
や
は
り
巻
一
（
10
）
に
の
み
付
し
て
い
た
と
い

う
。
表
紙
は
薄
紫
紙
に
金
銀
大
小
箔
を
三
段
村
濃
霞
に
散
ら
し
て
い
た
と
い

い
、Spencer

本
の
表
紙
に
酷
似
し
て
い
る
。
八
巻
す
べ
て
の
奥
書
が
同
じ

だ
っ
た
と
さ
れ
、
巻
一
の
巻
末
部
分
が
図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

奥
書
の
直
前
の
行
で
料
紙
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
こ
に
奉
納
先
の
寺

社
名
が
な
い
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
田
中
氏
も
荒
巻
氏
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
お
そ
ら
く
「
奉
施
入

　
○
○
」
と
あ
っ
た
行
が
切
除
さ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
　
款
記
（
奥
書
）
の
み
の
断
簡
　
住
吉
大
社
奉
納
経
　「
奉
施
入
　
住
吉
大

明
神
御
寶
前
／
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
經
　
一
部
八
巻
並
／
般
若
心
經
　
阿
彌

陀
經
各
一
巻
／
右
意
趣
者

　
天
長
地
久
國
土
安
穏
殊
信
心
施
主
／
武
運
長
久

子
孫
繁
昌
息
災
延
命
現
當
二
世
所
願
成
就
／
皆
令
滿
足
所
奉
施
入
如
件
／
一

色
修
理
大
夫
入
道
／
應
永
十
一
年
庚
申
九
月

　
　
日

　
沙
弥
道
範（
花
押
）」

　
田
中
氏
は
所
蔵
者
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
氏
が
先
に
「
住
吉
奉
納
紺
紙
金

泥
經
」
と
し
て
同
じ
も
の
を
掲
げ
た
『
古
写
經
総

』（
11
）
巻
末
の
現
存
古
写

經
年
表
に
は
「
池
田
庄
太
郎
」
と
あ
り
、
大
阪
の
古
美
術
商
池
田
大
仙
堂
所

蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
四
一
年
刊
行
の
『
池
田
大
仙
堂
古
美
術
集

芳
』
に
は
当
該
断
簡
が
図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
9
）（
12
）
。
こ
の
奥

書
は
界
の
上
部
を
あ
け
る
羽
豆
神
社
本
と
形
式
は
や
や
異
な
る
が
書
体
は
羽

豆
神
社
本
奥
書
と
同
一
で
あ
る
。
荒
巻
氏
に
よ
る
と
こ
の
断
簡
は
現
在
早
稲

田
大
学
図
書
館
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｃ
　
所
蔵
記
録
の
み
　
熱
田
神
宮
奉
納
経
　「
一
、
法
華
經
一
部
　
應
永
十

五
年
戊
子
卯
月
／
一
色
従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣
沙
彌
道
範
」
の
記
録
が

寛
政
三（
一
七
九
一
）年
熱
田
神
宮
大
宮
司
千
秋
家
神
寳
目
録
写
本
に
あ
り
、
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ほ
か
に
二
部
の
「
妙
經
」
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
同
四

年
の
柴
野
栗
山
の
「
寺
社
寶
物
目
録
」
の
熱
田
神
宮
の
条
に
「
法
花
經
一
部

　
一
色
修
理
大
夫
奉
納
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
政
年
間
の
時
点
で
一
部
は
社
外
に
出
て
い
た
と
さ

れ
、
荒
巻
氏
は
不
動
院
文
書
中
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
奥
書
も
報
告
さ
れ
て

い
る
（
13
）
。

　
室
町
時
代
に
足
利
義
満
に
重
用
さ
れ
た
守
護
大
名
一
色
満
範
、
出
家
後
の

道
範
が
応
永
九
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
Ａ
某
家
、
Ｂ
住
吉
大
社
、
Ｃ
熱
田

神
宮
、
そ
し
て
羽
豆
神
社
に
連
続
し
て
奉
納
し
た
四
部
も
の
金
字
法
華
経
が

あ
っ
た
わ
け
で
、
歴
史
的
な
価
値
も
高
い
。
宝
物
記
録
が
作
成
さ
れ
る
よ
う

な
主
要
神
社
に
た
ま
た
ま
奉
納
し
た
と
か
、
偶
然
こ
れ
ら
だ
け
が
残
っ
た
と

い
う
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。
信
心
だ
け
で
は
な
く
政
治
的
な
意
図
も
あ
っ
て

の
納
経
と
考
え
る
所
以
は
、
住
吉
、
熱
田
と
い
う
二
大
社
へ
の
奉
納
、
羽
豆

神
社
本
の
古
様
で
精
緻
な
写
経
と
そ
の
み
ご
と
な
経
箱
や
Ａ
某
家
所
蔵
本
の

鍍
金
透
彫
り
経
箱
と
い
う
豪
華
な
調
度
に
あ
る
。
粗
い
画
質
の
図
版
だ
け
で

も
書
体
や
体
裁
は
す
べ
て
が
同
じ
工
房
に
よ
る
制
作
と
認
め
ら
れ
る
。
田

中
、
荒
巻
両
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
う
ち
Ａ
某
家
本
と
羽
豆
神
社

本
に
の
み
見
返
絵
の
あ
る
巻
一
が
残
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
逆
に
Ｂ
住
吉
大

社
奉
納
本
、
Ｃ
熱
田
神
宮
奉
納
本
の
巻
一
が
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
図
版
で
見
る
限
り
だ
が
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
は

本
紙
天
地
の
幅
が
均
等
も
し
く
は
天
界
が
や
や
大
き
く
、
羽
豆
神
社
本
ら
の

特
徴
と
一
致
す
る
。

　
三

　
羽
豆
神
社
・C
leveland

美
術
館
・S

pencer C
ollection

各
本
の
書
体

　
実
際
の
写
経
の
様
態
を
比
較
検
証
で
き
る
三
本
に
つ
い
て
、
ま
ず
荒
巻
氏

が
触
れ
て
い
な
い
書
体
の
問
題
を
検
証
す
る
。
先
稿
でC

leveland

本
、

Spencer

本
を
考
察
し
た
際
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
最
大
の
特
徴
は
中

世
日
本
の
写
経
書
体
と
結
び
つ
け
に
く
い
傾
向
で
あ
る
。C

leveland

本
の

「
経
文
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
強
く
き
か
せ
た
一
見
力
強
い
書
体
で
、
宋
代
の
写

経
版
経
に
最
も
近
似
し
た
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
巻
末
に
近
づ
く
に
つ

れ
徐
々
に
緊
張
感
が
失
わ
れ
て
字
配
り
が
ゆ
る
み
、
巻
頭
で
見
ら
れ
た
一
種

粘
っ
こ
い
書
体
が
崩
れ
て
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
に
な
る
（
14
）
。」Spencer

本
も

同
様
で
、
さ
ら
に
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
ず
っ
と
緊
張
が
維
持
で
き
な
い
こ
と

も
共
通
し
て
い
る
。
図
10
に
掲
げ
た
の
は
両
本
（
巻
一
）
の
巻
末
近
く
の
部

分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
比
較
的
大
陸
風
の
書
体
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
こ
れ

に
羽
豆
神
社
本
の
同
一
箇
所
を
対
照
す
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
箇
所
に
つ

い
て
は
三
つ
す
べ
て
が
同
じ
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
祖
本
か
ら
写

し
た
か
ら
似
て
い
る
の
で
は
な
く
、
字
形
以
外
で
も
書
の
は
ら
い
や
と
め
、

筆
線
の
強
弱
の
癖
ま
で
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。
熟
練
し
た
経
師
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
も
の
だ
け
に
、
逆
に
個
性
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
こ
の
書
体
に
つ
い
て
田
中
氏
は
、
先
の
Ａ
某
家
本
を
紹
介
し
た
際
に
「
金

泥
文
字
は
室
町
の
時
代
風
に
染
ま
ら
ぬ
和
風
の
古
體
を
傅
へ
て
、
一
見
鎌
倉

中
期
を
下
ら
ざ
る
も
の
と
思
は
れ
る
書
で
あ
る
が
、
具
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に

よ
っ
て
時
代
の
書
體
の
散
見
す
る
に
氣
が
つ
く
の
で
あ
る
（
15
）
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
Ａ
某
家
本
の
書
体
に
つ
い
て
は
不
鮮
明
な
図
版
で
し
か
検
討
で
き

な
い
が
、
三
本
を
実
見
し
た
田
中
氏
が
「
同
一
筆
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
の
で
、
羽
豆
神
社
本
等
も
同
系
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
田
中
氏
の
言
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う
「
和
風
の
古
體
」
と
は
具
体
的
に
い
つ
頃
の
何
を
さ
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
室
町
時
代
に
は
措
定
で
き
な
い
作
為
的
で
擬
古
的

な
も
の
と
認
識
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
筆
者
の
主
張
と
一
致
す
る
。
ま
た
、

そ
れ
が
一
部
緊
張
感
を
欠
く
部
分
で
「
時
代
の
書
體
の
散
見
す
る
」
と
い
う

批
評
も
筆
者
の
緊
張
と
弛
緩
と
い
う
見
解
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
田
中
氏
が
言

う
「
和
風
の
古
體
」
を
筆
者
は
む
し
ろ
宋
版
経
等
に
通
じ
る
様
式
と
見
て
お

り
、
こ
れ
よ
り
柔
ら
か
い
書
体
だ
が
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の

写
経
に
と
き
ど
き
似
た
よ
う
な
傾
向
の
も
の
を
見
か
け
る
（
16
）
。

　
し
か
し
、書
体
で
写
経
の
制
作
年
代
を
特
定
す
る
の
は
実
は
む
つ
か
し
く
、

こ
と
に
十
二
世
紀
以
降
の
、
写
経
版
経
を
問
わ
ず
宋
や
高
麗
の
請
来
本
が
か

な
り
あ
っ
た
時
代
は
そ
の
影
響
を
無
視
で
き
ず
、
鎌
倉
時
代
の
春
日
版
版
経

を
見
る
ま
で
も
な
い
。
擬
古
的
な
あ
る
い
は
疑
似
異
国
的
な
書
体
が
写
経
に

特
異
性
や
権
威
を
帯
び
さ
せ
る
の
に
き
わ
め
て
有
効
な
こ
と
は
、
菅
公
筆
を

名
乗
る
古
経
切
を
は
じ
め
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
多
数
の
実
例
が
あ

る
。
本
論
が
対
象
と
し
て
い
る
、
一
色
道
範
奉
納
の
各
種
金
字
経
が
ほ
ぼ
一

貫
し
て
同
じ
書
体
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
十
五
世
紀
初
め
の
応
永
年
間
と
思

え
な
い
様
式
で
あ
る
こ
と
は
、
写
経
者
が
そ
の
効
果
を
必
要
と
し
て
い
た
こ

と
を
何
よ
り
よ
く
語
っ
て
い
る
。
作
為
的
な
書
体
だ
か
ら
こ
そ
、
し
ば
し
ば

破
綻
が
見
ら
れ
て
地
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
地
を

田
中
氏
は
「
時
代
の
書
體
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
に
は
室
町
時
代

風
と
ま
で
特
定
で
き
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
十
三
世
紀
の
写
経
に
も
近
い
印

象
が
あ
る
た
め
中
世
日
本
風
と
認
識
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
一
群
の
金
字
法
華
経
写
経
に
は
実
際
の
書
写
年
代

か
ら
時
代
を
意
図
的
に
ず
ら
し
て
み
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
明
確
で
あ
る
。

そ
れ
は
架
空
の
書
体
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
祖
本
の
書
体

図10　巻一巻末比較
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図12　羽豆神社本各巻書体

図11　羽豆神社本各巻書体
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を
写
そ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
絵
画
の
問
題
で
後
述
す
る
が
、
希
少
な

祖
本
だ
か
ら
こ
そ
く
り
返
し
転
写
す
る
意
義
が
あ
っ
た
。
そ
の
希
少
な
祖
本

と
はC

leveland

本
ら
の
出
自
を
検
討
し
て
、
延
久
五
（
一
〇
七
三
）
年
に
請

来
さ
れ
た
北
宋
神
宗
皇
帝
賜
与
本
金
字
法
華
経
だ
と
筆
者
は
既
に
推
定
し
て

い
る
（
17
）
。
重
ね
て
述
べ
る
が
、
こ
の
一
群
の
金
字
法
華
経
は
日
本
の
ど
の

時
代
の
写
経
と
も
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
羽
豆
神
社
本
九
巻
の
筆
者
は
実
は
複
数
あ
る
。
巻
頭
内
題
お
よ
び
第
一
紙

だ
け
を
比
較
し
て
も
、
書
体
全
体
の
印
象
と「
法
」、「
経
」、「
第
」、「
来
」、

「
心
」
な
ど
個
別
の
文
字
の
特
徴
な
ど
か
ら
四
人
の
筆
者
に
分
け
ら
れ
る（
18
）
。

そ
の
結
果
、
最
も
力
と
勢
い
が
あ
る
の
が
巻
三
と
七
、
そ
れ
と
互
角
だ
が
別

人
の
巻
一
と
八
お
よ
び
心
阿
弥
陀
経
、
三
人
目
は
巻
二
と
五
、
四
人
目
は
ほ

か
よ
り
も
数
段
劣
る
筆
者
で
巻
四
と
六
を
担
当
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
祖
本
の

書
体
を
意
識
し
て
写
し
て
い
る
が
、
か
な
り
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
図
11
・
12
）。

今
回
羽
豆
神
社
本
の
調
査
にC

leveland

本
とSpencer
本
の
拡
大
写
真
を
持

参
し
て
比
較
対
照
し
た
が
、
羽
豆
神
社
本
巻
一
、
八
、
心
阿
弥
陀
経
の
担
当

者
がC

leveland

本
お
よ
びSpencer

本
の
筆
者
で
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
た
だ
し
同
一
筆
者
で
あ
っ
て
も
、C

leveland

本
が
羽
豆
神
社
本
巻
一

よ
り
や
や
緊
張
感
を
欠
い
て
い
る
な
ど
出
来
に
差
が
あ
る
。
ま
た
羽
豆
神
社

本
に
お
い
て
も
、C

leveland

本
ら
と
同
様
に
ど
の
巻
も
後
半
で
は
明
ら
か

に
緊
張
感
が
薄
れ
、
書
体
の
疑
似
異
国
的
な
性
格
が
弱
ま
っ
て
い
る
。
四
人

の
中
で
一
番
手
の
落
ち
る
巻
四
、
六
担
当
者
の
書
体
が
平
安
時
代
十
二
世
紀

の
写
経
に
近
い
の
も
興
味
深
い
。
ま
た
心
阿
弥
陀
経
に
は
祖
本
が
な
か
っ
た

は
ず
だ
か
ら
当
然
だ
が
、
同
じ
筆
者
で
あ
り
な
が
ら
羽
豆
神
社
本
巻
一
、
八

と
は
全
体
の
印
象
も
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
全
巻
の
外
題
を
書
い
て
い
る
の

は
こ
の
筆
者
だ
か
ら
、
彼
が
工
房
の
主
宰
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
19
）
。

　
四

　
巻
一
見
返
絵

　
通
常
の
料
紙
一
紙
半
を
用
い
て
縦
の
ほ
ぼ
三
倍
と
い
う
長
大
な
画
面
の
右

に
露
台
上
の
釈
迦
説
法
図
を
表
し
、
左
に
法
華
経
二
十
八
品
の
経
意
を
微
細

に
描
き
込
む
見
返
絵
（
図
13
・
14
）
は
、
羽
豆
神
社
本
そ
し
てC

leveland

本
、

Spencer

本
以
外
に
、
東
ア
ジ
ア
で
ほ
か
に
例
を
見
な
い
。
画
面
外
郭
は
外

題
題
箋
と
同
じ
趣
向
で
内
側
に
細
い
子
持
ち
線
を
抱
く
太
い
金
泥
郭
線
で
あ

る
。
平
安
、
鎌
倉
時
代
の
経
絵
の
外
郭
は
細
い
二
重
線
が
常
で
、
中
国
や
朝

鮮
の
そ
れ
は
太
め
の
外
郭
の
外
側
に
金
剛
杵
な
ど
の
装
飾
帯
を
め
ぐ
ら
し
、

さ
ら
に
も
う
一
つ
子
持
ち
郭
線
を
め
ぐ
ら
す
と
い
う
豪
華
な
装
飾
が
定
型
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
羽
豆
神
社
本
ら
三
本
の
外
郭
は
大
陸
と
日
本
の
外
郭
装
飾

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
折
衷
様
と
言
え
る
。
ま
た
外
郭
上
下
の
余
白
は
日
本
の

経
絵
よ
り
は
広
く
、
中
国
朝
鮮
の
そ
れ
よ
り
は
狭
い
。
ま
た
発
装
側
に
一
．

九
セ
ン
チ
の
余
白
が
あ
る
。
こ
れ
はC

leveland

本
、Spencer

本
ど
ち
ら
も

全
く
同
じ
だ
が
、高
麗
や
元
の
紺
紙
経
で
は
発
装
側
に
余
白
は
設
け
な
い
し
、

ま
し
て
日
本
で
は
ほ
か
に
例
の
な
い
特
殊
な
形
式
と
言
え
る
。

　
見
返
絵
全
体
の
構
図
や
説
相
図
の
配
置
に
つ
い
て
、
先
稿
で
はC

leveland

本
とSpencer

本
に
大
き
な
差
は
な
い
と
述
べ
た
が
、
羽
豆
神
社
本
の
発
見

で
多
少
見
方
が
違
っ
て
き
た
。
羽
豆
神
社
本
の
説
相
図
はC

leveland

本
と

ほ
ぼ
同
じ
位
置
や
大
き
さ
だ
が
、Spencer

本
が
画
面
左
手
下
方
の
説
相
図

を
い
ず
れ
も
小
さ
め
に
し
た
り
端
近
く
に
寄
せ
た
り
で
、
他
の
二
本
と
わ
ず

か
だ
が
異
な
っ
て
い
る
。
顕
著
な
の
は
「
普
門
品
」
に
よ
る
観
音
菩
薩
の
墜

落
者
救
済
場
面
（
図
15
）
で
、C

leveland

本
と
羽
豆
神
社
本
が
同
じ
く
、
山
崖
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図14　羽豆神社本巻一見返し後半

図13　羽豆神社本巻一見返し前半
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の
上
に
左
を
向
く
観
音
菩
薩
を
描
き
、
崖
の
端
に
飛
び
込
も
う
と
す
る
衆
生

と
そ
の
下
で
焔
の
よ
う
な
雲
に
包
ま
れ
て
浮
か
ぶ
衆
生
を
描
い
て
い
る
。
し

か
し
、Spencer

本
の
観
音
菩
薩
は
崖
と
反
対
側
の
虚
空
円
相
中
に
右
向
き

に
表
さ
れ
、
墜
落
す
る
衆
生
を
右
手
に
見
る
と
い
う
別
趣
向
で
あ
る
。
左
手

で
水
瓶
を
お
さ
え
、
右
手
に
楊
枝
を
ふ
る
と
い
う
祖
本
に
あ
っ
た
観
音
菩
薩

の
姿
をC

leveland
本
と
羽
豆
神
社
本
は
忠
実
に
転
写
し
て
い
る
の
に
対
し
、

Spencer

本
は
な
ぜ
か
左
右
を
反
転
さ
せ
、
さ
ら
に
観
音
菩
薩
を
普
陀
山
と

思
わ
れ
る
山
か
ら
離
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
図
像
的
に
大
き
な
違
い
は
露
台
上
の
聴
聞
者
で
あ
る（
図
16
）。

こ
れ
に
つ
い
て
もC

leveland

本
、Spencer

本
を
比
較
し
た
際
に
注
目
し
、

Spencer

本
が
手
前
の
四
体
を
す
べ
て
俗
形
か
ら
菩
薩
に
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
羽
豆
神
社
本
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
奥
に
五
体
を
描
く

が
、
釈
迦
に
近
い
側
か
ら
衣
冠
と
も
に
立
派
な
老
齢
の
男
性
、
次
に
一
人
だ

け
頭
光
が
な
く
簡
素
な
衣
冠
で
顎
髭
も
乏
し
い
俗
人
、
続
く
若
い
女
性
と
壮

年
の
男
性
は
ど
ち
ら
も
頭
光
や
き
ち
ん
と
し
た
衣
装
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の

あ
と
にC

leveland

本
ら
に
も
登
場
す
る
平
た
い
兜
を
頭
に
載
せ
た
武
将
を

や
や
手
前
に
描
く
。
そ
し
て
露
台
手
前
に
は
す
べ
て
仏
に
向
っ
て
合
掌
跪
拝

す
る
若
い
女
性
四
人
が
い
て
、
彼
女
ら
に
は
頭
光
が
あ
る
。
こ
れ
が

C
leveland

本
で
は
奥
四
体
す
べ
て
俗
形
男
性
、
頭
光
の
な
い
武
将
一
人
を

は
さ
ん
で
手
前
に
五
人
が
連
な
っ
て
座
り
、
う
ち
三
人
が
女
性
、
二
人
が
男

性
で
す
べ
て
頭
光
が
あ
る
。
人
数
や
男
女
、
頭
光
の
有
無
な
ど
三
本
ま
ち
ま

ち
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
華
経
「
序
品
」
が
列
挙
す
る
聴
聞
衆
、
釈
提
桓

因
（
帝
釈
天
）、
名
月
天
子
、
普
香
天
子
、
宝
光
天
子
、
四
大
天
王
、
自
在

天
子
、
大
自
在
天
子
、
梵
天
王
、
尸
棄
大
梵
、
光
明
大
梵
、
八
龍
王
、
緊
那

羅
、
乾
闥
婆
、
阿
修
羅
、
迦
樓
羅
、
阿
闍
世
王
ら
と
そ
の
眷
属
が
「
各
仏
足

を
礼
し
、
退
い
て
一
面
に
坐
せ
り
」
と
い
う
情
景
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
天
部
、
王
侯
ら
の
姿
な
の
だ
が
、
栗
棘
庵
本
南
宋
版
本
法
華
経
巻
一

の
変
相
は
、
そ
の
形
姿
で
尊
格
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
た
二
十
体
の
聴

聞
者
（
20
）
と
し
て
描
い
て
い
る
（
図
16
）。
と
こ
ろ
が
羽
豆
神
社
本
ら
は
聴
聞
者

個
々
の
描
き
分
け
の
意
義
を
見
失
い
、
祖
本
の
情
報
を
一
応
踏
ま
え
た
程
度

で
、
頭
光
が
加
え
ら
れ
る
意
図
や
女
性
が
混
じ
る
位
置
を
誤
解
し
て
い
る
。

一
方
で
彼
ら
の
着
衣
の
描
写
に
装
飾
的
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
の
だ
が
、

衣
装
の
文
様
は
三
本
間
で
使
い
回
し
さ
れ
て
い
る
。
渦
巻
き
や
四
ツ
目
な
ど

の
文
様
形
状
は
祖
本
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
三
本
を
制
作
し
た
工

房
が
日
本
の
仏
画
等
で
見
慣
れ
た
も
の
を
転
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
小
さ
な
差
異
は
多
数
あ
る
が
、
絵
師
が
楽
し
ん
で
小
さ
な
変
化

を
加
え
た
と
し
か
思
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
露
台
の
高
欄
や
側

板
、
階
段
の
描
写
に
お
け
る
三
本
の
比
較
は
間
違
い
探
し
の
よ
う
に
楽
し
め

る（
21
）
。

　
見
返
絵
の
図
像
や
表
現
に
つ
い
て
は
先
稿
で
詳
し
く
分
析
し
て
お
り
、
荒

巻
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
重
複
し
な
い
主
な
部
分
に
つ
い
て
の
み
述

べ
た
い
。

　
羽
豆
神
社
本
は
図
像
の
細
か
な
部
分
でC

leveland

本
と
の
近
似
性
が
め

だ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
画
面
左
端
の
「
囑
累
品
」
に
よ
る
仏
摩
頂
付
囑
場

面
（
図
14
）
で
、
仏
菩
薩
と
も
に
足
元
を
羽
豆
神
社
本
とC

leveland

本
は
踏
み

分
け
蓮
華
に
表
し
、「
譬
喩
品
」
の
三
車
火
宅
場
面
で
は
太
白
牛
車
の
車
輪

を
ほ
か
二
車
よ
り
豪
華
に
表
す
（
図
16
）
な
ど
、Spencer

本
と
違
っ
た
気
遣
い

が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
、
羽
豆
神
社

本
、C

leveland
本
独
自
の
表
現
な
の
か
は
安
易
に
は
決
め
が
た
い（
22
）
。
ほ

か
に
も
羽
豆
神
社
本
とC

leveland

本
が
よ
く
似
て
い
る
の
は
、
説
法
す
る
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図15　羽豆神社本観音菩薩

図16　羽豆神社本巻一見返し露台
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釈
迦
の
着
衣
、
光
背
、
台
座
の
表
現
で
あ
る
。Spencer

本
で
は
釈
迦
の
頭

光
と
天
蓋
の
間
に
雲
が
入
り
込
ん
で
さ
え
い
て
、
天
蓋
そ
の
も
の
や
瓔
珞
の

描
写
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
羽
豆
神
社
本
がSpencer

本
と
の

み
と
共
有
し
て
い
る
表
現
も
あ
っ
て
、
露
台
で
言
え
ば
床
面
の
描
写
で
、
二

重
と
三
重
の
違
い
は
あ
る
が
複
線
が
交
差
す
る
菱
形
の
区
画
に
四
ツ
目
文
様

を
描
い
て
い
る
。
一
方C

leveland

本
は
よ
り
複
雑
で
、
交
差
す
る
単
線
の

交
点
に
各
方
向
か
ら
点
描
を
寄
せ
て
い
る
。

　
表
現
様
式
で
は
何
よ
り
も
、C

leveland

本
が
卓
越
し
た
技
巧
を
見
せ
る

山
崖
や
土
坡
の
金
泥
描
を
羽
豆
神
社
本
が
か
な
り
近
い
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。Spencer
本
が
こ
れ
を
や
や
苦
手
と
し
、
粗
い
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
や
べ
た
塗
り
に
近
い
表
現
な
の
と
対
照
的
で
あ
る
。Spencer

本
は
建
築
や
人
物
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
景
物
や
草
花
の
描
写
を
簡
略

に
し
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
三
本
が
同
じ
工
房
で
同
じ
祖
本
を
元
に
製
作
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
、
図
像
の
解
釈
や
描
写
技
巧
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
上
で
も
羽
豆
神
社
本
に
はC

leveland

本
に
近
い
関
係
が
あ
る
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

　
羽
豆
神
社
本
な
ど
三
本
の
見
返
絵
に
つ
い
て
、
荒
巻
氏
は
「
見
返
絵
を
持

つ
宋
元
版
法
華
経
が
多
く
刊
行
さ
れ
、
ま
た
高
麗
で
も
紺
紙
に
金
泥
で
描
か

れ
た
精
緻
な
見
返
絵
の
あ
る
法
華
経
が
制
作
さ
れ
、
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
竹
本
氏
本
の
よ
う
な
見
返
絵
が
生
ま
れ
た
と

み
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
図
に
纏
め
る
動
き
が
出
て
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
本
経
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
祖
本

と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
十
四
世
紀
中
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。（
23
）
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
が
あ
げ
る
竹
本
氏
蔵
色
紙
法
華
経
に
付
さ
れ
た
紺

紙
金
泥
の
見
返
絵
を
筆
者
は
既
に
十
四
世
紀
以
降
に
宋
版
法
華
経
を
元
に
制

作
し
た
も
の
と
推
定
し（
24
）
、
荒
巻
氏
は
そ
れ
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
延
長

線
上
に
羽
豆
神
社
本
等
を
位
置
づ
け
る
て
い
る
。
し
か
し
、C

leveland

本

とSpencer

本
の
見
返
絵
が
そ
う
し
た
、
宋
版
七
巻
本
法
華
版
経
扉
絵
の
図

様
を
抽
出
再
構
成
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
筆
者
は
先
稿
で
論

証
し
て
お
り
、
そ
の
判
断
は
羽
豆
神
社
本
を
調
査
し
た
後
も
全
く
変
わ
ら
な

い
。
荒
巻
氏
は
筆
者
が
精
緻
に
行
っ
た
絵
画
分
析
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
な

く
、
版
経
の
図
様
に
忠
実
な
説
相
図
が
多
数
あ
る
か
ら
十
四
世
紀
中
に
日
本

で
再
編
集
さ
れ
た
見
返
絵
が
成
立
し
、
そ
れ
を
祖
本
と
し
て
十
五
世
紀
初
め

に
羽
豆
神
社
本
ら
三
本
が
転
写
さ
れ
た
と
さ
れ
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
三
本
の
祖
本
が
宋
版
法
華
経
を
日
本
で
再
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な

い
理
由
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
あ
え
て
主
な
ポ
イ
ン

ト
を
あ
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

•
計
画
性
の
あ
る
緊
密
な
画
面
構
成
で
、
単
な
る
図
像
の
寄
せ
集
め
で
は
な

い
•
宋
版
、遼
版
な
ど
の
版
本
法
華
経
に
は
登
場
し
な
い
説
相
図
が
複
数
あ
り
、

か
つ
そ
れ
ら
が
日
本
の
経
絵
的
な
表
現
で
は
な
い（
25
）

•
版
本
の
経
絵
に
は
皆
無
の
金
泥
の
濃
淡
や
筆
圧
を
生
か
し
た
面
的
な
描
写

が
多
数
見
ら
れ
、
な
お
か
つ
そ
の
部
分
は
最
も
す
ぐ
れ
た
技
巧
を
見
せ
て

い
る
か
ら
、版
画
か
ら
金
泥
画
へ
の
置
き
換
え
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、

水
墨
画
の
皴
法
な
ど
を
反
映
し
て
い
よ
う（
26
）
。

•
各
説
相
図
の
空
間
を
区
切
る
の
は
立
体
感
に
富
ん
だ
土
坡
や
山
で
、
日
本

の
金
銀
泥
経
絵
が
頻
用
す
る
霞
を
ま
っ
た
く
用
い
て
い
な
い
。

•
釈
迦
と
菩
薩
の
面
貌
で
、
唇
の
朱
だ
け
で
な
く
上
瞼
と
瞳
を
墨
で
描
き
白

目
も
塗
っ
て
い
る
。
日
本
の
金
銀
泥
経
絵
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。
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き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
絵
画
で
あ
る
北
宋
時
代
の
金
泥
画
法
華
経
変
相
が
祖

本
だ
っ
た
と
筆
者
は
推
定
し
、
そ
の
祖
本
こ
そ
が
逆
に
版
本
法
華
経
変
相
の

原
点
だ
と
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
大
本
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
を
共
有
す

る
宋
版
本
と
こ
の
羽
豆
神
社
本
ら
三
本
に
似
通
っ
た
表
現
が
展
開
し
て
い
る

の
は
当
然
な
わ
け
で
あ
る
。

　
五

　
住
吉
大
社
、
熱
田
神
宮
奉
納
経
の
ゆ
く
え

　
一
九
五
〇
年
に
、
奥
書
の
記
録
を
手
が
か
り
に
田
中
塊
堂
氏
が
そ
の
ゆ
く

え
を
案
じ
た
、
応
永
十
一
年
住
吉
大
社
奉
納
本
、
応
永
十
五
年
熱
田
神
宮
奉

納
本
の
二
部
の
紺
紙
金
字
法
華
経
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
が
有
力
な

可
能
性
を
提
起
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
現
在
ま
っ
た
く
所
在
不
明
な
Ａ
京
都

市
某
家
本
と
羽
豆
神
社
本
ど
ち
ら
も
巻
一
に
し
か
見
返
絵
が
な
い
の
だ
か

ら
、
一
色
道
範
が
同
じ
工
房
に
制
作
さ
せ
た
も
う
二
部
の
金
字
法
華
経
も
そ

う
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
転
写
時
点
で
の
祖
本
が
巻
一
に

だ
け
見
返
絵
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
先
稿
の
最
後
で
筆
者
は
合

衆
国
所
在
の
二
種
の
紺
紙
金
字
法
華
経
が
な
ぜ
巻
一
単
独
で
残
っ
て
い
る
の

か
を
解
き
得
な
い
疑
問
と
し
た
。
だ
が
、
本
稿
の
考
察
を
経
た
今
、
こ
の
二

巻
こ
そ
一
色
道
範
に
よ
っ
て
住
吉
大
社
と
熱
田
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
金
字
法

華
経
巻
一
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
書
体
、
画
風
、
書
誌
的
特
徴
い
ず
れ
も
そ

の
想
定
を
覆
す
要
素
は
何
一
つ
な
い
。
ち
な
み
にC

leveland

本
は
一
九
七
〇

年
に
当
時
のC

leveland

美
術
館
館
長
だ
っ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
・
リ
ー
氏
に
よ
っ

て
日
本
か
ら
購
入
さ
れ
た
と
同
館
か
ら
う
か
が
っ
て
い
る
。
ま
たSpencer

本
は
反
町
茂
雄
氏
がN

ew
 Y

ork Public L
ibrary

に
納
め
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
納
入
時
期
は
一
九
六
〇
年
代
だ
っ
た
と
同
館
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
か
ら
一
九
八
〇
年
に
調
査
し
た
際
に
う
か
が
っ
た
。
住
吉
、
熱
田
の
両

神
社
か
ら
人
手
に
渡
っ
た
の
は
戦
後
で
は
な
く
さ
ら
に
前
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
華
麗
な
見
返
絵
の
魅
力
が
巻
一
の
み
を
、
そ
れ
も
奥
書
を
切
り
離
し
て

市
場
に
流
出
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、C

leveland

本Spencer

本

ど
ち
ら
も
巻
末
は
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ど
こ
か
に
住
吉
大

社
、
熱
田
神
宮
本
の
巻
二
か
ら
八
ま
で
の
僚
巻
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
は
大

で
、
何
よ
り
Ａ
京
都
市
某
家
本
と
そ
の
豪
華
な
経
箱
の
出
現
が
待
望
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
推
定
を
補
強
す
る
の
が
、
羽
豆
神
社
本
とC

leveland

本
に
共

通
点
が
多
く
、Spencer

本
が
そ
れ
ら
と
少
し
異
な
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。C

leveland

本
が
羽
豆
神
社
本
と
同
じ
応
永
十
五
年
四
月
に

熱
田
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、Spencer

本
が
そ
れ
ら
を
さ
か
の
ぼ
る

応
永
十
一
年
に
住
吉
大
社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
三
本
の
違
い
は
腑

に
落
ち
る
。
だ
が
、
あ
わ
せ
て
四
部
も
制
作
さ
れ
た
法
華
経
な
ら
ば
さ
ら
に

数
部
制
作
さ
れ
て
い
て
お
か
し
く
な
い
、
田
中
氏
が
た
ま
た
ま
紹
介
し
た
記

録
と
現
存
作
例
を
無
理
に
結
び
つ
け
る
推
測
だ
と
い
う
批
判
が
当
然
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
羽
豆
神
社
本
と
多
く
の
共
通
点
を
持
つC

leveland

本
が
熱
田
神

宮
奉
納
本
だ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
揺
る
が
な
い
と
確
信
す
る
。
熱
田
神

宮
の
大
宮
司
千
秋
氏
が
南
北
朝
時
代
の
元
亨
年
間
に
羽
豆
岬
に
羽
豆
城
を
築

き
、
そ
の
際
に
羽
豆
神
社
の
社
殿
も
修
復
す
る
な
ど
深
い
つ
な
が
り
が
あ

る
。
一
色
満
範
（
道
範
）
が
尾
張
国
か
ら
分
国
し
た
知
多
守
護
と
な
っ
た
の

が
応
永
十
四
年
だ
か
ら
、
翌
十
五
年
の
両
社
へ
ほ
ぼ
同
時
に
金
字
法
華
経
奉

納
を
奉
納
し
た
趣
旨
も
明
快
で
あ
る
。

　
さ
てSpencer

本
の
制
作
時
期
と
事
情
は
一
応
仮
定
と
し
て
お
く
が（
27
）
、

問
題
は
祖
本
が
何
で
あ
れ
、
特
異
な
形
状
で
室
町
時
代
応
永
年
間
と
は
到
底

思
え
な
い
画
風
や
書
体
の
法
華
経
が
ど
う
し
て
四
回
も
転
写
さ
れ
た
の
で
あ
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ろ
う
か
。
日
本
の
古
写
経
の
中
で
も
こ
れ
ほ
ど
く
り
返
し
転
写
さ
れ
た
の
は

筆
者
が
詳
細
に
考
察
し
た
延
暦
寺
銀
字
本
系
法
華
経（
28
）
以
外
に
な
い
。
こ

の
延
暦
寺
銀
字
本
系
諸
本
が
九
世
紀
以
来
、
大
陸
の
祖
本
が
持
っ
て
い
た
個

性
的
な
表
現
を
つ
と
め
て
転
写
し
て
い
た
状
況
に
羽
豆
神
社
本
ら
の
転
写
は

重
な
っ
て
見
え
て
く
る
。
延
暦
寺
銀
字
本
の
祖
本
は
唐
か
ら
円
仁
が
請
来
し

た
法
華
経
で
あ
り
、
羽
豆
神
社
本
ら
の
祖
本
も
宋
か
ら
請
来
さ
れ
た
法
華
経

な
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
貴
重
な
請
来
本
法
華
経
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
転
写
さ

れ
る
価
値
が
あ
っ
た
し
、
延
暦
寺
銀
字
本
が
特
権
的
な
営
為
と
し
て
転
写
さ

れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
羽
豆
神
社
本
系
が
一
色
道
範
に
の
み
転
写
を
許
し

た
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
ほ
か
に
転
写
本
が
な
く
、
四
部

の
転
写
本
が
す
べ
て
一
色
道
範
奉
納
経
だ
っ
た
こ
と
こ
そ
祖
本
の
希
少
性
を

際
立
た
せ
て
い
よ
う
。
道
範
は
祖
本
の
由
緒
や
価
値
を
よ
く
知
る
立
場
に
あ

り
、
延
暦
寺
経
蔵
や
そ
の
南
谷
工
房
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
秘
め
ら
れ
た
伝
承
を
と
も
な
う
こ
の
二
グ
ル
ー
プ

は
、
つ
と
め
て
異
国
的
な
性
格
を
守
り
続
け
る
こ
と
に
意
義
を
有
し
た
特
殊

な
写
経
群
な
の
で
あ
る
。

　
六

　
経
箱
と
も
う
一
部
の
金
字
法
華
経

　
荒
巻
氏
は
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
羽
豆
神
社
本
九
巻
を
収
め
る
経
箱
は

み
ご
と
な
も
の
で
、
ま
た
本
経
の
成
立
を
解
く
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
濃
紫

色
を
呈
す
る
漆
塗
被
せ
蓋
造
り
の
箱
で
、
四
足
が
付
い
た
底
板
に
身
が
載
り
、

深
い
被
せ
蓋
は
蓋
鬘（
側
面
）の
手
が
け
部
分
を
刳
っ
た
形
状
で
あ
る（
図
17
）。

蓋
お
よ
び
身
の
口
縁
を
金
の
梨
地
仕
上
げ
と
し
、
足
の
周
囲
に
ま
で
蒔
絵
を

施
す
。
蓋
の
甲
に
は
七
個
、
長
側
面
に
三
個
、
短
側
面
に
一
個
、
身
の
長
側

面
に
二
個
、
短
側
面
に
一
個
の
輪
宝
を
そ
れ
ぞ
れ
金
の
平
蒔
絵
で
表
し
て
い

る
。
輪
宝
の
文
様
は
身
の
左
右
に
付
け
た
銀
の
紐
金
具
に
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。
紐
こ
そ
失
わ
れ
て
い
る
が
輪
宝
形
紐
金
具
は
良
質
の
銀
を
指
す「
な
ん

り
ゃ
う（
南
鐐
）」と
施
入
注
文
が
記
し
て
い
た
よ
う
に
銀
製
の
精
緻
な
彫
刻

で
あ
る
。
経
箱
の
大
き
さ
は
長
さ
が
三
三
．六
セ
ン
チ
、
幅
が
一
七
．三
セ
ン

チ
、
高
さ
が
一
六
．三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
箱（
身
）の
内
法
は
縦
三
〇
．六
セ

ン
チ
、
横
一
四
．三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
蓋
の
表
裏
に
は
銘
な
ど
は
書
か
れ
て

い
な
い（
29
）
。

　「
施
入
注
文
」に「
御
箱
蒔
絵
、
御
紋
輪
寶
、
御
く
り
か
た
、
な
ん
り
や
う
、

輪
寶
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
の
造
作
で
、
応
永
年
間
施
入
時
の
も
の
と

し
て
間
違
い
な
い
。
調
査
の
際
に
こ
の
箱
を
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
印
象
を

お
ぼ
え
た
の
で
、
調
査
後
に
過
去
の
調
査
記
録
を
点
検
し
た
結
果
、
滋
賀
県

東
近
江
市
百
済
寺
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化
財
の
輪
宝
蒔
絵
経
箱
（
30
）（
図
18
）
と

大
き
さ
と
造
作
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
得
た
。
百
済
寺
に
は
十

二
世
紀
法
華
経
写
経
の
傑
作
で
あ
る
金
字
法
華
経
お
よ
び
開
結
経
十
巻
が
あ

る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
も
う
一
部
八
巻
の
紺
紙
金
字
法
華
経
が
そ
れ
を
収
め

る
経
箱
と
と
も
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
31
）（
図
19
）。
黒
漆
塗
被
せ
蓋
造
り
で
、

蓋
鬘
に
刳
り
形
を
設
け
、
底
板
に
金
蒔
絵
の
四
足
を
つ
け
る
な
ど
羽
豆
神
社

経
箱
と
ま
っ
た
く
同
じ
体
裁
で
あ
る
。
違
っ
て
い
る
の
は
蓋
甲
の
蒔
絵
輪
宝

が
六
個
で
、
中
央
に「
紺
紙
金
泥
法
華
経
」と
金
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

紐
金
具
が
同
じ
輪
宝
形
状
な
が
ら
金
銅
製
で
あ
る
こ
と
の
二
点
の
み
で
あ

る
。
大
き
さ
は
長
さ
三
三
．八
セ
ン
チ
、
幅
が
一
六
．九
セ
ン
チ
、
高
さ
が
一

五
．八
セ
ン
チ
で
ほ
ぼ
同
寸
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
経
箱
は
蓋
裏
に

「
應
永
十
六
年
己
丑
二
月
十
七
日
」
と
金
字
の
施
入
銘
が
あ
る
。
本
稿
の
記

述
の
た
め
百
済
寺
御
住
職
濱
中
亮
明
氏
、
琵
琶
湖
文
化
館
学
芸
員
上
野
良
信



　357

（18）

氏
に
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
見
返
絵
は
な
い
と
の
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
筆
者
が
一
九
八
〇
年
に
こ
の
百
済
寺
別
本
金
字
法
華
経
を
調
査
し

た
際
は
二
巻
分
し
か
記
録
し
な
か
っ
た
が
、金
地
の
見
返
し
と
表
紙
、題
簽
、

太
め
の
横
界
線
な
ど
は
羽
豆
神
社
本
ら
の
形
状
と
酷
似
し
て
い
る（
32
）
。
色

糸
平
組
紐（
33
）
と
六
角
水
晶
の
軸
端
も
当
初
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
羽
豆

神
社
本
やSpencer

本
と
は
一
致
し
な
い
。
書
体
は
二
巻
別
筆
だ
が
、
ど
ち

ら
も
羽
豆
神
社
他
三
本
と
は
違
っ
て
い
て
、
平
安
時
代
十
二
世
紀
の
百
済
寺

本
金
字
法
華
経
に
近
い
と
感
じ
た
印
象
を
今
も
記
憶
し
て
い
る
。
巻
一
に
見

返
し
絵
の
な
い
こ
の
別
本
金
字
法
華
経
は
、
写
本
と
し
て
は
羽
豆
神
社
本
ら

の
系
統
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
別
本
法
華
経
巻
一
は
巻
頭
一
行
分

の
余
白
し
か
な
く
、
そ
こ
に
経
文
と
は
異
な
る
金
泥
で
「
百
濟
寺
本
堂
不
出

郷
經
之
所
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
は
羽
豆
神
社
本
ら
と
同
じ
形
式
で

巻
頭
に
縦
界
線
の
な
い
二
行
分
の
余
白
を
設
け
、
そ
こ
に
や
は
り
本
文
と
は

別
字
で
「
百
濟
寺
本
堂
不
出
郷
経
也
」
と
二
行
分
の
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い

堂
々
と
し
た
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
い
る
（
図
19
）。
こ
の
追
記
の
書
体
は
羽

豆
神
社
本
ら
の
書
体
と
も
羽
豆
神
社
本
の
奥
書
と
も
一
致
し
な
い
。
ま
た
上

野
良
信
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
別
本
各
巻
の
巻
末
は
奥
題
の
後
に
四
な
い
し

五
行
の
余
白
が
残
る
と
の
こ
と
で
、
一
色
氏
奉
納
経
ら
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
問
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
羽
豆
神
社
経
箱
と
酷
似
す
る
経
箱
に

応
永
十
六
（
一
四
〇
九
）
年
の
銘
が
あ
り
、
写
経
も
筆
者
な
ど
は
違
う
が
書

誌
的
に
は
羽
豆
神
社
本
ら
と
同
一
工
房
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
室
町
時
代
応
永
九
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
羽
豆
神
社
本
ら
三
本
を
写

経
し
、
経
箱
を
あ
つ
ら
え
た
工
房
は
当
然
す
ぐ
れ
た
書
写
装
潢
の
実
力
を
有 図19　百済寺別本法華経巻二

図17　羽豆神社経箱

図18　百済寺経箱
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し
て
い
た
か
ら
、
一
色
道
範
以
外
の
注
文
を
受
け
、
別
の
系
統
の
金
字
写
経

と
経
箱
を
制
作
し
て
い
て
お
か
し
く
な
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
田
中

塊
堂
氏
が
紹
介
し
て
い
た
一
色
道
範
が
応
永
九
年
に
制
作
さ
せ
た
Ａ
京
都
市

某
家
本
の
奥
書
に
「
叡
山
本
院
南
谷
住
侶
幸
朝
書
之
」
と
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
叡
山
に
「
南
谷
」
は
数
カ
所
あ
る
が
、「
本
院
」
と
い
う
以
上
東
塔
南
谷

で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
叡
山
東
塔
は
明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
の
細
川
政

元
、
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
の
織
田
信
長
が
行
っ
た
焼
き
討
ち
で
壊
滅
的

な
被
害
を
被
り
、
文
書
や
史
料
も
失
わ
れ
た
た
め
堂
塔
の
記
録
は
あ
っ
て
も

近
世
以
前
の
寺
内
工
房
や
下
級
僧
侶
の
人
名
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が

得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
応
永
九
年
に
一
色
道
範
施
入
金
字
法
華
経
を
担
当

し
た
幸
朝
と
い
う
僧
侶
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
事

例
を
見
て
も
、
書
写
者
と
し
て
自
ら
の
名
を
記
す
行
為
は
写
経
工
房
の
主
宰

者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
田
中
氏
の
論
考（
34
）
に
基
づ
く
限
り
、
こ
れ

ら
が
「
恐
ら
く
同
一
筆
者
で
あ
り
、
同
様
の
装
幀
」 
な
以
上
、
羽
豆
神
社
本

ら
三
本
は
叡
山
内
の
写
経
工
房
で
製
作
さ
れ
た
と
推
定
で
き
、
田
中
氏
も
叡

山
の
写
経
僧
の
意
義
を
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
天
台
宗
の
古
刹
百
済

寺
に
伝
わ
る
「
不
出
郷
」
の
金
字
法
華
経
も
、
別
途
の
注
文
だ
が
同
じ
く
延

暦
寺
の
工
房
が
製
作
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
結
び

　
日
本
の
古
写
経
中
に
文
字
通
り
燦
然
と
輝
く
、
こ
の
羽
豆
神
社
本
ら
三
本

は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
紺
紙
金
字
写
経
の
あ
る
特
異
な
系
譜
に
連
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
が
祖
本
か
ら
三
世
紀
以
上
も
後
の
十
五
世
紀
初
め
の
一
時
期
に

な
ぜ
突
然
集
中
し
て
転
写
さ
れ
た
か
、
史
料
は
あ
ま
り
に
乏
し
い
が
以
下
の

よ
う
な
推
測
は
不
可
能
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
明
が
成
立
し
た
翌
一
三
六
九
年

に
三
代
将
軍
と
な
っ
た
足
利
義
満
は
応
永
八
（
一
四
〇
一
）
年
に
明
へ
使
節

を
派
遣
し
た
り
、
自
ら
明
船
を
見
に
赴
い
た
り
、
明
や
朝
鮮
の
使
節
を
何
度

も
自
邸
北
山
第
に
招
く
な
ど
大
陸
文
化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
唐
物

愛
好
癖
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
相
国
寺
の
伽
藍
整
備
を
は
じ
め
禅

宗
興
隆
に
寄
与
し
た
が
、
頻
繁
に
法
華
八
講
を
行
う
な
ど
法
華
経
も
篤
く
信

仰
し
て
い
た
。
元
を
滅
ぼ
し
漢
族
王
朝
を
復
興
さ
せ
た
明
朝
は
仏
教
を
庇
護

し
、
寺
院
や
仏
教
文
化
の
興
隆
を
支
持
し
て
い
た
。
明
朝
に
と
っ
て
文
化
的

に
も
一
つ
の
モ
デ
ル
だ
っ
た
宋
王
朝
の
神
宗
皇
帝
が
白
河
天
皇
に
贈
っ
て
以

来
、
長
く
延
暦
寺
経
蔵
に
秘
蔵
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
紺
紙
金
字
法
華
経
を
見

い
だ
し
た
義
満
が
そ
れ
を
転
写
さ
せ
て
明
の
皇
帝
に
贈
っ
た
と
す
れ
ば
、
翌

応
永
九
年
に
義
満
の
恩
寵
を
被
っ
て
い
た
若
狭
、
丹
後
守
護
一
色
道
範
が
特

に
許
さ
れ
て
再
び
転
写
を
行
っ
た
可
能
性
は
あ
り
得
る（
35
）
。
ま
た
そ
う
し

た
背
景
を
踏
ま
え
れ
ば
、
一
色
道
範
が
住
吉
、
熱
田
、
羽
豆
と
い
ず
れ
も
海

に
面
し
た
主
要
な
神
社
に
こ
の
転
写
本
奉
納
を
重
ね
た
意
図
も
見
え
て
こ
よ

う
。
状
況
証
拠
ば
か
り
だ
が
、
あ
ま
た
あ
る
日
本
の
経
絵
の
中
で
屈
指
の
完

成
度
を
見
せ
、
大
陸
の
祖
本
に
直
結
す
る
羽
豆
神
社
本
ら
の
成
立
に
は
そ
れ

だ
け
の
条
件
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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註1 

須
藤
弘
敏
「
経
絵
に
映
る
宋
と
日
本
」「
國
華
」
一
三
七
六
号

　
二
〇
一
〇
年
、

須
藤
弘
敏
『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』
中
央
公
論
美
術
出
版
二
〇
一
五
年
に
再

録
。
以
下
本
文
中
で
は
こ
れ
を
「
先
稿
」
と
呼
ぶ
。

2 

荒
巻
史
枝
「
羽
豆
神
社
所
蔵
紺
紙
金
字
法
華
経
お
よ
び
心
経
・
阿
弥
陀
経
に
つ

い
て
」『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
12
号
、
二
〇
一
五
年
。

3 

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
十
日
、
二
十
一
日

4 

般
若
心
経
と
阿
弥
陀
経
を
一
巻
に
写
経
し
て
い
る
。

5 

一
紙
当
た
り
の
行
数
もC

leveland

本
が
二
六
行
な
の
に
対
し
、
羽
豆
神
社
本
は

二
四
行
で
あ
る
。

6 

施
入
注
文
に
は
「
卯
月
廿
五
日
」
と
記
す
が
、
款
記
の
方
は
す
べ
て
の
巻
で
二

文
字
分
以
上
空
け
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
結
果
誤
解
が
生
じ
、
奥
書
部
分
の
切
り
取

り
の
際
に
「
卯
月
」
と
「
日
」」
の
間
で
行
っ
た
た
め
、
別
途
保
存
さ
れ
て
い
る
奥
書

は
す
べ
て
「
日
沙
弥
道
範
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

7 

註
1
に
同
じ

8 

紐
はC

leveland

本
、Spencer

本
と
も
に
当
初
の
も
の
は
全
く
失
わ
れ
て
い
る
。

百
済
寺
別
本
は
多
色
の
平
織
組
紐
で
羽
豆
神
社
本
よ
り
さ
ら
に
華
や
か
で
あ
る
。

9 

田
中
塊
堂
「
一
色
道
範
と
そ
の
納
経
」「
史
迹
と
美
術
」
二
〇
二
号
、
一
九
五
〇

年
。
同
『
日
本
古
寫
経
現
存
目
録
』
思
文
閣
、
一
九
七
三
年
。
筆
者
は
田
中
氏
が

『
日
本
古
寫
経
現
存
目
録
』
中
に
一
色
道
満
発
願
金
字
写
経
を
あ
げ
て
い
た
の
は
知
っ

て
い
た
が
、
応
永
年
間
の
写
経
で
あ
る
た
め
、
様
式
か
ら
鎌
倉
時
代
と
推
定
し
て
い

たC
leveland

本
、Spencer

本
と
関
わ
る
も
の
と
は
気
づ
か
ず
に
い
た
。
ま
た
「
史

迹
と
美
術
」
の
論
考
は
知
ら
な
か
っ
た
。
重
要
な
報
告
を
見
落
と
し
て
い
た
不
明
を

恥
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

10 

田
中
氏
は
「
但
し
こ
の
説
相
圖
は
序
品
の
み
に
あ
っ
て
他
の
巻
に
は
畫
か
れ
て

ゐ
な
い
」
と
記
す
が
、
八
巻
本
法
華
経
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
巻
一
の
意
で
あ
ろ
う
。

11 

田
中
塊
堂
『
古
写
經
総

』
502
頁
、
549
頁
。
な
お
田
中
氏
は
こ
の
断
簡
に
つ
い

て
「
該
經
は
當
時
管
見
に
觸
れ
た
某
手
鑑
中
に
貼
ら
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
し
か
も

願
文
の
一
紙
に
よ
っ
て
記
載
し
た
も
の
」
と
註
9
の
報
告
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

氏
自
身
の
記
述
や
次
に
掲
げ
る
『
池
田
大
仙
堂
古
美
術
集
芳
』
な
ど
を
見
る
限
り
、

手
鑑
に
貼
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
は
思
え
ず
、
氏
の
記
憶
違
い
か
も
し
れ
な
い
。

12 

池
田
庄
太
郎
編
『
池
田
大
仙
堂
古
美
術
集
芳
』
上
下
巻
及
び
解
説
編
、
私
家

版
、
一
九
四
一
年
。
当
該
金
字
款
記
経
断
簡
は
圖
版
第
二
九
。
な
お
本
書
解
説
編
は

ほ
と
ん
ど
の
図
版
の
解
説
を
石
田
茂
作
、
田
中
塊
堂
、
田
中
一
松
ら
が
書
い
て
い
る

の
だ
が
、
こ
の
図
版
第
二
十
九
は
解
説
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

13 

熱
田
大
宮
司
千
秋
家
の
神
寳
目
録
に
は
「
但
し
三
部
共
各
人
の
巻
闕
」
と
記
し

て
い
た
と
「
史
迹
と
美
術
」
論
文
に
田
中
氏
は
記
す
が
、『
日
本
古
寫
経
現
存
目
録
』

で
は
「
但
し
三
部
共
各
八
之
巻
闕
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
は
何
巻
が
欠
け

て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
人
」
が
「
八
」
の
誤
記
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
荒
巻
氏
は
「
不
動
院
文
書
中
の
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
が

こ
れ
に
あ
た
り
、
巻
第
八
の
巻
末
に
熱
田
社
に
施
入
し
た
旨
の
願
文
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
本
経
の
願
文
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
施
入
日
は
「
卯
月
二
日
」
と
あ
る
。
巻

第
一
の
所
在
は
不
明
の
た
め
、
見
返
し
を
確
認
す
る
術
は
無
い
が
、
本
経
と
奉
納
日

が
近
い
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
装
訂
（
マ
マ
）
が
施
さ
れ
て
い
た
と
推

察
さ
れ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
文
章
を
読
む
限
り
で
は
、
ど
こ
の
不
動
院

か
、
巻
二
か
ら
八
ま
で
が
残
っ
て
い
る
の
か
巻
八
だ
け
伝
来
し
て
い
る
の
か
（
そ
れ
な

ら
ば
寛
政
年
間
の
熱
田
神
宮
に
巻
八
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
）
判
然
と

し
な
い
が
、
見
返
絵
の
な
い
熱
田
神
宮
奉
納
の
紺
紙
金
字
法
華
経
の
一
部
は
現
存
し

て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
荒
巻
氏
の
報
告
に
あ
る
当
該
奥
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
奉
施
入

　
尾
張
國
熱
田
大
明
神
御
宝
前
／
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
并
心

阿
弥
陀
経
各
一
巻
／
右
意
趣
者
奉
為

　
天
長
地
久
國
土
豊
饒
殊
武
運
長
久
／
子
孫
繁

栄
息
災
安
穏
寿
命
長
遠
随
順

　
上
意
／
飽
足
捧
禄
心
中
所
願
一
々
圓
満
仍
／
所
奉
施

入
如
件
／
一
色
従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣
／
應
永
十
五
年
戊
子
卯
月
二
日
　
沙
弥

道
範
（
花
押
）」（
表
記
は
荒
巻
氏
報
告
に
拠
る
）

14 

註
1

15 

註
9
「
史
迹
と
美
術
」
二
〇
二
号
、
一
九
五
〇
年

16 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
零
巻
紺
紙
金
字
法
華
経
巻
八
は
、
九
世
紀
に
書
写

さ
れ
た
延
暦
寺
銀
字
法
華
経
を
十
二
世
紀
に
転
写
し
た
も
の
な
の
だ
が
、
見
返
絵
の

図
様
を
写
し
て
い
て
も
画
風
は
院
政
期
の
も
の
に
変
わ
っ
て
お
り
、
本
紙
の
書
風
は

延
暦
寺
銀
字
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
む
し
ろ
羽
豆
神
社
本
グ
ル
ー
プ
に
も
似
た

宋
風
の
様
式
を
見
せ
て
い
る
。
須
藤
弘
敏
「
転
写
と
伝
承
」『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘

厳
』
第
四
章
、
二
〇
一
五
年
参
照

17 
註
11

18 

古
写
経
や
経
絵
の
研
究
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
方
法
に
、
特
定
の
文
字
の
み
を

抽
出
し
て
そ
の
様
式
を
検
討
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
の
経
巻
の
中
で
さ

え
字
形
は
変
わ
っ
た
り
、
巧
拙
が
生
じ
た
り
す
る
。
ま
し
て
や
本
経
の
よ
う
に
祖
本

の
書
体
を
写
し
て
い
る
場
合
は
、
よ
り
慎
重
な
比
較
対
照
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
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作
品
を
実
際
に
調
査
し
た
上
で
な
く
、
図
版
や
写
真
の
み
を
参
照
し
て
比
較
し
た
と

称
す
る
も
の
さ
え
あ
る
。
金
字
写
経
の
場
合
、
金
泥
の
性
質
や
光
り
方
、
表
面
の
磨

き
処
理
の
程
度
な
ど
、
写
真
で
は
知
り
得
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
多
々
あ
る
。
筆

者
自
身
の
自
戒
を
こ
め
て
本
作
業
は
特
に
丁
寧
に
行
っ
た
。
ま
た
、
巻
一
の
現
状
第

十
四
紙
、
巻
八
の
第
五
紙
以
降
な
ど
、
同
じ
巻
の
途
中
で
も
変
化
が
極
端
な
箇
所
が

あ
り
、
一
部
の
巻
は
複
数
筆
者
で
担
当
し
た
か
と
も
思
え
る
。
な
お
、
巻
六
の
第
十

六
紙
の
五
行
目
は
削
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

19 

金
地
表
紙
に
貼
ら
れ
た
外
題
題
箋
の
う
ち
心
阿
弥
陀
経
の
み
「
経
」
を
「
經
」

と
し
て
い
る
が
、
書
体
そ
の
も
の
は
法
華
経
八
巻
と
変
わ
り
な
く
同
一
筆
者
で
あ

る
。
ま
た
外
題
題
箋
はCleveland

本
は
元
の
表
紙
が
な
い
の
で
比
較
不
可
能
だ
が
、

Spencer

本
は
や
は
り
こ
の
羽
豆
神
社
本
巻
一
と
同
一
筆
者
で
あ
る
。
題
箋
は
細
い

線
を
抱
え
た
金
泥
の
二
重
郭
線
と
い
う
日
本
の
写
経
で
は
珍
し
い
形
状
だ
が
、
高
麗

経
で
は
一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。

20 

頭
光
が
あ
る
も
の
が
菩
薩
形
、
四
天
王
ら
十
二
体
、
王
侯
像
ら
は
頭
光
が
な
い

八
体
で
う
ち
二
体
は
女
性
で
あ
る
。

21 

側
板
や
基
壇
部
格
狭
間
、
階
段
の
上
面
と
蹴
込
み
な
ど
三
本
す
べ
て
が
同
じ
表

現
は
な
い
。
た
だ
し
、Cleveland

本
と
羽
豆
神
社
本
が
高
欄
の
手
す
り
や
支
柱
を
金

泥
ベ
タ
で
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、Spencer

本
が
淡
い
金
泥
ぼ
か
し
で
描
く
の
は
、

前
二
者
が
ほ
か
の
部
分
で
も
比
較
的
似
た
表
現
を
見
せ
る
の
に
対
し
、Spencer

本

の
み
が
異
な
る
傾
向
を
見
せ
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

22 

摩
頂
付
囑
の
情
景
は
各
種
宋
版
法
華
経
に
は
描
か
れ
な
い
の
で
比
較
で
き
な

い
。
ま
た
宋
版
で
秦
孟
彫
銘
の
あ
る
法
華
経
巻
二
変
相
で
は
三
車
の
う
ち
一
番
奥
に

描
く
太
白
牛
車
の
輻
が
ほ
か
の
二
車
と
違
い
、
羽
豆
神
社
本
、Cleveland
本
の
よ
う

に
幅
広
の
輻
に
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
祖
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

（『
妙
法
蓮
華
經
圖
録
』
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
五
年
）

23 

註
2

24 

註
1

25 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
宋
本
手
写
法
華
経
冊
子
は
「
高
原
穿
水
」
な
ど
日
本
の
経
絵

に
し
か
登
場
し
な
い
と
言
わ
れ
る
説
相
図
も
し
ば
し
ば
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も

登
場
し
な
い
仏
摩
頂
を
三
本
は
描
い
て
い
る
。
す
べ
て
が
宋
版
経
由
来
だ
と
す
る
と

説
明
が
つ
か
な
い
し
、
き
わ
め
て
大
陸
色
の
強
い
画
面
の
一
部
に
日
本
経
絵
の
説
相

図
を
取
り
込
む
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

26 

こ
の
技
巧
を
羽
豆
神
社
本
とCleveland

本
は
巧
み
に
表
し
な
が
らSpencer

本
は
や
や
苦
手
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
本
が
み
ご
と
な
技
巧
で
描
か
れ
て
い
た

こ
と
を
証
明
す
る
。Cleveland

本
とSpencer

本
し
か
知
ら
な
か
っ
た
時
点
で
は

Cleveland

本
の
絵
師
個
人
の
技
量
に
も
い
く
ら
か
は
負
っ
て
い
る
か
と
考
え
て
い
た

が
、
羽
豆
神
社
本
が
同
様
の
レ
ベ
ル
で
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
祖
本
の
画
質
の
高
さ

を
再
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
ち
な
み
に
元
の
至
元
二
八
（
一
二
九
一
）
年
の
紺
紙
金

銀
字
華
厳
経
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
扉
絵
は
高
麗
経
絵
の
影
響
下
、
金
銀
泥
を
駆

使
し
た
東
ア
ジ
ア
屈
指
の
経
絵
だ
が
、
こ
こ
で
も
泥
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま
く

な
い
。
三
本
の
祖
本
北
宋
神
宗
皇
帝
賜
与
本
が
水
墨
画
の
技
巧
を
元
に
し
た
卓
抜
し

た
絵
画
だ
っ
た
こ
と
を
逆
に
明
ら
か
に
す
る
。

27 
Spencer

本
の
巻
末
は
二
行
の
み
残
し
て
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
題
の

次
の
行
に
、
経
文
と
は
異
な
る
金
泥
で
「
小
倉
加
賀
守
入
道
是
運
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
当
初
の
奥
書
は
故
意
に
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
後
に

所
持
あ
る
い
は
奉
納
を
世
話
し
た
人
物
の
追
記
だ
と
推
定
で
き
る
。
先
稿
で
も
こ
の

小
倉
入
道
是
運
な
る
人
物
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
色
道
範
（
満
範
）
が
丹
後

守
護
職
を
務
め
て
以
来
、
丹
後
宮
津
の
小
倉
氏
は
そ
の
被
官
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

小
倉
氏
は
播
磨
守
で
あ
っ
て
加
賀
守
で
は
な
い
の
でSpencer

本
の
伝
来
等
に
結
び

つ
け
得
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

28 

「
転
写
と
伝
承

　
延
暦
寺
銀
字
本
・
仁
和
寺
本
系
法
華
経
に
つ
い
て
」『
国
華
』

一
三
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
、
須
藤
弘
敏
『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』
中
央
公
論

美
術
出
版
二
〇
一
五
年
に
再
録
。
須
藤
弘
敏
・
浦
木
賢
治
・
西
川
真
理
子
「
加
須
市

徳
性
寺
蔵
紺
紙
金
字
法
華
経
に
つ
い
て
」『
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
紀
要
』

一
二
号
、
二
〇
一
八
年
。

29 

こ
の
経
箱
に
は
素
木
造
り
の
外
箱
が
あ
り
、
そ
の
蓋
裏
に
は
「
明
治
二
十
一
年

十
二
月
三
十
一
日
作
之
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

30 

指
定
名
称
は
「
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
入
黒
漆
蒔
絵
凾
」（
明
治
三
十
三
年
指

定
）

31 

こ
の
金
字
法
華
経
を
十
二
世
紀
の
も
の
と
区
別
す
る
た
め
便
宜
上
「
別
本
金
字

法
華
経
」
と
本
稿
で
は
呼
ぶ
。
ま
た
こ
の
金
字
法
華
経
と
経
箱
に
つ
い
て
は
百
済
寺

の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
、
一
九
八
〇
年
五
月
に
寄
託
先
（
現
在
も
）
の
琵
琶
湖
文
化

館
で
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
は
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
巻
一

と
巻
二
を
開
い
た
の
み
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
再
調
査
を
お
願

い
し
た
が
、
ご
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
記
述
は
過
去
の
記
録
と
写
真
に
依

拠
し
、
一
部
上
野
良
信
氏
の
ご
示
教
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

32 

書
誌
デ
ー
タ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
巻
一
　
紙
高
二
七
．三
セ
ン
チ
、
界
高
二
一
．三
セ
ン
チ
、
天
界
二
．六
セ
ン
チ
、
地
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界
三
．四
セ
ン
チ
、
界
幅
一
．八
五
セ
ン
チ
（
五
行
で
九
．三
五
セ
ン
チ
）。

　
巻
二

　
紙
高
二
七
．一
セ
ン
チ
、
界
高
二
一
．一
セ
ン
チ
、
天
界
二
．六
セ
ン
チ
、
地

界
三
．四
セ
ン
チ
、
界
幅
一
．九
セ
ン
チ
、
紙
数
二
五
紙
、
一
紙
に
二
五
行
書
写
。

　
な
お
上
野
良
信
氏
に
よ
る
と
八
巻
の
紙
高
は
二
七
．二
な
い
し
二
七
．四
セ
ン
チ
、

界
高
は
二
一
．二
セ
ン
チ
な
い
し
二
一
．四
セ
ン
チ
で
界
幅
は
五
行
で
九
．二
な
い
し

九
．四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
題
箋
は
縦
が
一
一
．五
な
い
し
一
一
．七
セ
ン
チ
、
横
が
二
．

六
な
い
し
二
．七
セ
ン
チ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

33 

当
初
の
紐
は
巻
二
に
残
る
。
他
巻
に
つ
い
て
は
記
録
し
て
い
な
い
。

34 

註
9

35 

道
範
こ
そ
将
軍
義
満
に
宋
帝
由
来
の
金
字
法
華
経
が
存
在
す
る
こ
と
を
告
げ
、

そ
の
転
写
を
勧
め
た
人
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
道
範
の
み
が
特
権
的
に
転
写
を
く

り
返
し
得
た
の
も
そ
う
し
た
事
情
な
ら
ば
納
得
で
き
る
。
道
範
が
熱
田
、
羽
豆
両
社

に
金
字
法
華
経
を
奉
納
し
た
応
永
十
五
年
四
月
は
二
十
一
日
に
将
軍
義
満
が
彼
の
邸

を
訪
れ
て
い
る
（『
教
言
卿
記
』）。
ま
た
そ
の
月
十
日
に
義
満
は
伊
勢
神
宮
に
最
後
の

参
詣
を
行
っ
て
い
る
（『
教
言
卿
記
』）。
義
満
は
翌
五
月
六
日
に
亡
く
な
り
、
道
範
も

翌
年
の
一
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
金
字
法
華
経
奉
納
は
羽
豆
神
社

が
お
そ
ら
く
最
後
だ
っ
た
ろ
う
。

　
調
査
及
び
図
版
掲
載
に
つ
い
て
は
、
羽
豆
神
社
宮
司
間
瀬
研
司
様
の
格
別
の
ご
配

慮
を
い
た
だ
き
、
百
済
寺
御
住
職
濱
中
亮
明
様
、
琵
琶
湖
文
化
館
上
野
良
信
様
に
も

ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
掲
載
図
版
は
羽
豆

神
社
本
お
よ
び
百
済
寺
別
本
に
つ
い
て
は
須
藤
撮
影
の
も
の
、
ほ
か
は
須
藤
弘
敏
著

『
法
華
経
写
経
と
そ
の
荘
厳
』
お
よ
び
九
州
国
立
博
物
館
編
『
湖
の
国
の
文
化
財
展
図

録
』
か
ら
転
載
し
た
。


